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　事務所通信と最新情報

厚生労働省の不妊症・不育症ピアサポーター等の

養成研修を修了しました。2022年4月から｢一般
不妊治療｣｢生殖補助医療｣に保険適用が始まり、

厚生労働省では不妊治療への相談支援等、不妊治

療と仕事との両立に関する支援を行っています。

不妊治療を受ける人の負担軽減へ東京都は保険適

用外の先進医療に対する費用助成を決めるなど、

自治体独自の取り組みも広がっています。

当事務所では、男性も女性もともに仕事に挑戦す

る仲間として活躍できるよう、女性活躍推進法や

改正育児・介護休業法をはじめ不妊治療と仕事の

両立など、ライフステージに対応して仕事を続け

られる職場作りへのご支援を行っております。

社員のみなさまの笑顔あふれる職場作りを、ご一

緒に進めてまいりましょう。

男性も女性もともに
仕事に挑戦する仲間として
ピアサポーター等の養成研修を修了

人的資本経営の大道を

男性も女性もともに

仕事に挑戦する仲間として

リスキングのススメ

本号の内容

https://sr-koba.com/news_topics/1530/


2 0 2 2年1 2月 V O L . 2 7

リスキングのススメ
リスキリングとは、「新しい職業に就


くために、あるいは今の職業で必要と


されるスキルの大幅な変化に適応して


価値を創造し続けるために、必要なス


キルを獲得する/させること」です。

年末年始など少しお時間のある時期


は、ご自身のライフプラン、キャリア


プランについて振り返る機会としてみ


るのもよいのではないでしょうか。

2022年は人的資本経営という言葉を聞かない日
はないほど、これからの企業経営の在り方や雇

用・労働の在り方をじっくり考えるよい節目の年

となったのではないでしょうか。

グローバルにおいても様々な視点からの企業経営

へのリクワイアメントも各種規格が明確になり、

情報開示が加速した一年でもありました。

日本においては新しい資本主義の実現に向けて、

骨太の方針やグランドデザインで、「人への投資

と分配」が強調されるようになりました。

これからの雇用・労働の在り方を底辺から貫く企

業活動の大道として、人的資本経営の大道がある

ととらえて企業価値の向上を進めて行くことが重

要となります。

自社の経営戦略であり人事戦略の独自の成長スト

ーリーを、測定可能なKPIで定点把握し改善して
いけるよう、当事務所では人事・労務の側面から

サポートさせていただいております。ご一緒に、

人的資本経営の大道を歩んでまいりましょう。
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